







The image of place in edo and the structure that it makes
















































































































































































































































































































































































































横 丁 の 音 鐘の音、唐人飴の鐘と唄









門 前 町 の 音 戸を叩く音、女の笑い声、鐘の音、茶屋の客寄せの声







茶 屋 の 音 団扇の音、、床几の音、男の唸り声、客を呼ぶ声、金勘定の音
旅 籠 屋 の 音 三味線の音、端唄の音




空 地 の 音 犬の吠える声、薄のざわめく音、争う音、男の叫び声、女の悲鳴
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